
 

 

第３学年 １組 ２８名 ２組 ２６名 

      指導者  鵜殿 直  鈴木 太地  

１ 単元名「作ろう！地域安全マップ」 

 

２ 単元の目標 

・地域安全マップづくりを通して、自分たちの町の安全について考える。 

・自らが犯罪に遭わないように、町の安全な場所と危険な場所を知り、危険を回避

する行動をとれるようにする。 

  ・安全で暮らしやすい町を目指して、進んで地域に関わろうとする態度を育成する。 

 

３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

進 

問題解決の力 

課題の解決に必要な

知識・技能を身に付

け、概念を形成し、

探求的な学習のよさ

を理解している。 

① 自らが犯罪に遭わないよう、身近な地域の様子をよ

り詳しく知るための課題に気付き、自分たちで活動

計画を考えることができる。 

② フィールドワークで発見した問題を提案するため、

協力して安全マップを作ることができる。 

芯 

実践力 

実社会や実生活の中

から、問いを見いだ

し、課題を立て、情

報を集め、整理分析

して、実生活に生か

すことができる。 

① 「まちたんけん」の経験を踏まえ、安全という視点で

地域を見直し、犯罪が置きそうな場所の特徴を発見

することができる。 

② 犯罪は「人」だけでなく、「場所」の要因でも起きる

ことを知り、「犯罪が起きやすい場所」には進んで近

付かない等の行動ができるようにする。 

③ 自分が発見した「犯罪が起きやすい場所・起きにくい

場所」を発表することができる。 

心 

学びに向かう力 

探求的な学習に主体

的・共同的に取り組

むとともに、互いの

良さを生かしながら

積極的に社会に参画

しようとする。 

① 社会科で学習した身近な地域の様子を、生活安全（防

犯）という視点で見直そうとする。 

② マップづくりの取り組みを振り返り、安全で暮らし

やすい町を作ろうという考えを出し合おうとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 総合的な学習の時間 学習指導案                    



４ 単元について 

（１）単元観 

本単元は、社会科での「わたしたちのまちたんけん」での地域学習をもとに、防犯・

安全という視点で地域を見直そうという単元である。２年生での「まちたんけん」では、

地域のお気に入りや自慢したい場所について調べることで、地域や地域の人々への愛着

をふくらませ、八名川小学校の地域が住みよい場所であるという意識を高めてきた。 

この町は、不審者情報などは極まれにある程度で、地域的には落ち着いていると言っ

てもよい。 

だが、児童の意識の中には「安全な町」という意識はあるものの、改めて問い直してみ

ると「わからない・どちらとも言えない」と答える児童が多く、町の安全について確固

たる自信はないとも考えられる。また、危険な点については交通安全のことや災害（地

震や水害）について考える児童も多い。 

防犯という点では、児童が考える「犯罪が起こりやすそうな場所」を調べてみた。そ

の結果、「人が少ない場所」がほぼ１００％、次いで「明るくない場所」が７５％、「入

りにくい場所」「落書きやゴミが多い場所」が５０％と続いている。そのため、「地域安

全マップづくり」で言われる「入りやすく」「見えにくい」場所とのギャップがあると

言える。 

 そのため、身近な地域を防犯という視点で考え、目を向けさせることで「安全な町は

どんな町なのか」という意識を高め、防犯意欲へとつなげていきたい。その視点でフィ

ールドワークをすることで、町にある身近な問題を自分たちで見付け、まとめ、発信す

ることで、町をよりよく改善していこうとする気持ちを育てていけると考えている。 

 

（２）SDGs との関連 

本単元は、SDGs11「住み続けられるまちづくりを」に関連し

て設定している。 

人が住みよい環境は、豊かな「自然」環境だけではなく、人々

が積極的に地域に関わり改善していく「人的な」環境も必要で

ある。町の中に、「入りやすく」「見えにくい」場所が生じるこ

とは仕方のないことであるが、人々が町にどれだけ関心をもっ

ているかと言うことも、犯罪防止に役立つという考え方（割れ

窓理論）もある。 

 この「地域安全マップづくり」は、児童が通学路などを自分たちの目で点検し、「犯

罪が起こりやすい場所（入りやすく・見えにくい場所）」を地図に表す活動を通して、

犯罪は不審者などの「人」だけでなく、犯罪が起こりやすい「場所」によっても起こる

ことを知る活動である。そして児童の危険予知能力を高め、安全に行動できることを目

指すとともに、安全で安心な町づくりを考えていくことを目指している。 

 これを自分たちだけでなく、全校児童や保護者・地域の人たちにも発信していくこと

で、町の住民みんなが安全で安心な町づくりへの意識を高めていくことを願っている。 

 

 



（３）児童の実態 

 ３年生の児童は、素直で活発、活動的な児童が多い。さまざまなことに興味をもって

取り組んでいく子たちである。２年生の時よりも、習い事やスポーツなどで行動範囲が

広がってきており、学区域外の子と遊んだりスポーツクラブなどで他校の子と交流した

りする児童は多いと考えられる。 

昨今、児童が犯罪に巻き込まれる事件が各地で起きている。本校でも、セーフティ教

室の場で低学年向けに「いかのおすし」などの危険回避行動について学習をしているが、

対人的な危険回避にとどまり、空間的な危険回避については深く意識されていない現状

があると考えられる。 

自分たちが住む町の安全を考え、「連れ去り」や「痴漢」などの事案に巻き込まれな

いためには、自分たちの町を防犯という視点で見直すことが必要である。「見えにくい

場所」「入りやすい場所」は地域のどこにあるか、また町の人たちが「地域に関心をも

っているか」ということを、フィールドワークを通じてマップに表し、お互いに交流す

ることで、防犯についての意識を高めていきたい。 

さらに、それを異学年に伝える取り組みをし、学校全体での危険察知・危険回避の力

を高めていけるようにしたいと考えている。 

 

５ 研究主題に迫るための手立て 

（１） ESD カレンダーをもとにした、カリキュラム・マネジメント 

 

 

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

特活

道徳  

音楽
図工

体育

第3学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

人権・命の教育環境の教育 多文化の理解

春の楽しみ 夏の楽しみ 秋の楽しみ

地域安全マップを作ろう

わたしたちのまちたんけん

しょくぶつそだてよう

わたしたちの

学校行事

食べ物から見える世界

むかしのくらし

冬の楽しみ

発見！私の町の宝物

みんなのわき水

自分たちのテーマに
沿って、話す内容を
まとめたり発表した
りすることができる

みんなが使う場
所を大切にする
公共心を高める

町にいる多くの人の力で、
みんなが便利に暮らして
いることを考える

みんなが町を大切にす
る願いを知る東西南北の方位を意識して

地域をめぐり、簡単な地図に

表すことができる
町の様子を観察し、その特
徴をつかむ

太陽の動きと地面の様子を調べよう

まちの人々の仕事

俳 句 づ く り

観察を通して、違い
を発見したり比べた
りする力を養う

昆虫をそだてよう

資質・能力

八名川まつり

つたえよう、楽しい学校生活



本単元は、自分たちの生活環境である学区域を「防犯」という視点で見直し、地域を

調べてまとめ、地域（地域の人・保護者・在校生）に呼びかけることをねらいとしてい

る。「地域安全マップづくり」のフィールドワークでは、人という視点での防犯ではな

く、「入りやすく・見えにくい」場所はどこなのか、ということを子供の視線で調べ、

その調査結果を取捨選択して本当に伝えたいことを集約し、発信することが求められる。 

これは、国語科の「つたえよう、楽しい学校生活」で学習する、調査したことをまと

める活動を活かして行う。また、年間を通して俳句作りに取り組んでおり、「ものを見

る力」や「表現する力」は、この学習でも十分に活用できるものと考えられる。 

   社会科との関連で言えば、「わたしたちのまちたんけん」で「方位」や「地図の見方」

の学習経験を生かすことができる。その点については、学年が上がって活動範囲が広が

ってきたこの時期、さらに地図の見方に慣れてきた時期にこの学習を行うことは、自分

の活動する地域での安全を見直す点で、意味のあることだと考える。 

   また、自分の視線で地域を見直し、それをくり返すことは安全な町を考える点で、道

徳でのくらしやすい町を目指そうとする「地域愛・郷土愛」につながるものと考える。 

   学び、まとめたことを発表する場としては、学校公開の時期に「総合的な学習」で発

信する活動を考えている。この時期であれば、子供なりの視線での「地域の防犯」を保

護者や地域の人に伝えることができ、町の生活環境を見直そうと大人に呼びかけること

もやりやすいと考えている。 

 

（２）問題解決のための学習課程の工夫 

①学びに火をつける導入の工夫 

 ステップ１では、地域めぐりなどの結果から地域の様子は児童なりに分かってはいる

ものの、犯罪が起きる可能性について投げかけ、この地域は本当に安全と言えるかとい

う揺さぶりをかける。その際、不審者による犯罪が起きそうな場合を考え、人の格好だ

けでは犯罪者かどうか見分けが付かないこと・犯罪には場所による要因が大きいことを

知る。その視点で学校の周りを見直し、犯罪が起きそうな場所はないか、犯罪が起きな

いようにするにはどうしたらよいか、と身近な問題として「地域安全マップづくり」を

捉えられるようにした。 

 ステップ２では、「地域安全マップ」を地域の人や保護者、学校の児童たちにも知ら

せて、学校全体の「危険から身を守る力」を高めていこうと改めて意欲付けをし、さら

に見てみたい場所を調べたり地域の人にインタビューしたりすることを示唆して関心

を高める。より深く「地域安全マップ」を修正する活動をさせることで、安全と地域は

密接に関わっていることに気付かせるようにした。 

  

②考えや学びの軌跡を価値づける 

・何気なく過ごしている地域にも「入りやすく」「見えにくい」というキーワードをも

とに「防犯」という視点で見ると問題があることをフィールドワークを通じて体験さ

せる。それにより、犯罪が置きそうな場所を「自分たちが」発見したという気持ちを

もたせる。 

・「マップづくり」を通じて自分が調べた「地域の安全」を友だちに伝えたり、友だち



から「地域の安全」を聞いたりさせる。それを通じて、児童みんなが「地域の安全」

を意識するようにさせ、学年だけでなくみんなに知らせるべき大事なことだという気

持ちをもたせる。 

・保護者や地域の人、学校のみんなに発信する時間を設ける。そのためにも、ゲストテ

ィーチャーの活用や保護者の協力を得て児童と保護者双方の安全意識の高まりを期

待する。また、「小学生のぼうさい探検マップコンクール」に応募することを目標と

して、グループでマップづくりを進めていくようにさせる。 

 

③ 問題解決的なものの見方や考え方を身に付けさせる工夫 

・地域安全マップ作りでは、安全・危険の視点をはっきりさせないと、ただの「まち

たんけん」のマップになってしまう。犯罪は「人」によることよりも「場所」によ

って起こりやすいことを理解するために、「入りやすく」「見えにくい」という視点

をもってフィールドワークをさせるように意識付けをした。また、町の人が自分た

ちの身の回りに関心がないと犯罪が起こりやすくなるという「割れ窓理論」による

視点では、「ゴミが放置されている」「公共の場での落書き」「割れた窓がそのまま」

などということも犯罪者にとっては活動しやすい環境であることを意識させた。そ

れらの視点をもって地域をめぐり、自らの目で安全な場所や危険な場所の発見をさ

せるようにした。 

・これらの活動を通じて、「ここは、周りから見えにくいから気をつけよう」とか「こ

こはゴミが放置されているから注意しよう」というような意識を高めていってほし

いと思う。それが、自ら犯罪に巻き込まれないような判断力に結びついていくこと

を願っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 単元の指導計画と評価計画 

 

学

習

過

程 

時  めあて 学習内容・学習活動 

評価規準 

心 芯 進 

ス
テ
ッ
プ
１ 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

 

① 

犯罪が起こりやすい場所があることを知り、地域を見直そうと

する。 

学習の見通しをもつ。 

・自分の生活している地域の中で、危険な場所とはどんな場所

かをつかみ、犯罪は「人」を見ただけでは分からないことを

知る。 

・「地域安全マップを作ろう」のＤＶＤを見て、防犯という視点

での地域の見方を知る。 

○   

② 

フィールドワークをするための道順やルール・マナーを考えさ

せる。 

・グループ編成をし、役割を分担する。 

・探検する順番や道順・役割・持ち物・地域巡検のルールやマ

ナーなど、計画を話し合う。 

 ○  

調
べ
る 

③ 

地域に出て安全な場所を調べたり危険な場所を調べたりさせ

て、自分たちの地域の見直しを図る。 

・調査の目的やルール・マナーを確認し、調査に出かける。 

・「入りやすく見えにくい」という視点で地域を見直し、安全は

人の生活と関わりがあることに気付く。 

  ○ 

ま
と
め
る 

④ 
 

調査して記録したことをもとに、地域安全マップを作る。 

・調査して見付けたことを振り返り、安全な場所や危険な場所

について、地域安全マップに整理する。 

 ○  

⑤ 
 

作成したマップをもとに、友だちに伝えるための発表準備をす

る。 

・調査で見付けたことを、グループごとに振り返り、伝えたい

ことを話し合う。 

・発表の準備・練習をする。 

 ○  

伝
え
合
う 

⑥ 
 

調べてきたことを友だちに発表し、安全への意識を高める。 

・自分たちが調べてきたことを発表し合い、自分と地域の人々

との関わり・安全への配慮を確かめる。 

 ○ ○ 

ス
テ
ッ
プ
２ 

学
び
に
火
を
付
け
る 

⑦ 
 

もっと分かりやすいマップを作るための手立てを考える。 

・発表で見落としていたことは何かをグループで考える。 

・調べた結果を発信する必要性を考える。 

・再調査をするための計画を立てる。 

○   

調
べ
る 

⑧ 

⑨ 

よりよいマップを作るために、もう一度地域を調べる。 

・前回の調査で見落としたことや不十分だったことを確認し、

安全に気をつけて地域でのフィールドワークをする。 

・見るだけでなく、地域の人や子供１１０番の家の人などに話

を聞き、より深く調査をする。 

  ○ 

ま
と
め
る 

⑨ 

⑪ 

再調査から、地域安全マップの修正をし、発表準備をする。 

・前回、マップに表しきれなかったことを、調査をもとにマッ

プに書き足していく。 

・終わったグループから発表の準備をする。 

 ○  



伝
え
合
う 

⑫ 

調べたことを保護者や地域の人に伝えるための発表準備をす

る。 

・地域の中に、「入りやすく見えにくい」場所があることを大人

の人に伝え、地域に目を向けてもらうようにする。 

○ ○ ○ 

⑬ 

調べたことを学校のみんなにも発表する。 

・地域の中には、「入りやすく見えにくい」場所があることを伝

え、自分から犯罪に巻き込まれないように、全校児童に呼び

かける。 

○ ○ ○ 

   



７ 本時（全１３時間中の ６時間目） 

（１）目標 

・地域安全マップをもとに、地域の様子を分かりやすく伝えることができる。 

 ・「入りやすく見えにくい」場所をみんなで確認する。 

 

（２）展開 

時

間 
◯学習内容 ・学習活動 

・指導上の留意点、配慮事

項 

○評価規準（評価方法） 

導

入 

５

分 

 

○本時の目当てを確認する。 

 

 

 

・「入りやすく」「見えにくい」をキーワードにし

て、地域安全マップにまとめたことをお互いに

伝え合うことを確認する。 

・役割を分担して発表することを確認する。 

 

 

 

 

 

展

開 

2

5

分 

○グループごとに、地域安全マップで分かったこ

とをみんなに発表する。 

・各グループで発表する。 

・なぜ「安全ではない」としたのか、その根拠を

はっきりと伝える。 

○友だちの意見を聞き合う。 

・発表の感想や他の視点での意見を聞く。 

・「入りやすく見えにくい」場所はさまざまある

ことを知る。 

・修正できるところをメモする。 

○犯罪が起こりやすい場所では、どのようなこと

に気をつければよいかを確認する。 

・危ない場所へはなるべく近寄らない。 

・なるべく複数人で行動する。 

・周囲に注意する。 

○ゲストティーチャーの話を聞く。 

 

 

 

・自分たちがよく行く場所

や、自分たちが調べた場所

に共通点はないか、発表を

聞く視点をもたせる。 

 

 

 

○学んだことを日常の生活

に生かそうとし、自分の安

全を自分で守ろうとする

意欲をもつ。 

 

ま

と

め 

1

0

分 

◯本時の学習を振り返り、自分の考えを整理す

る。 

・ワークシートに記入する。 

 

 

○分かったことをみんなで

共有するための考えをも

つ。 

・調べたことを学校のみん

なや保護者に知らせるた

めに、どのようにするかの

視点をもたせる。 

（３）授業観察の視点 

   ①社会科や国語科での学びを本単元に生かすことができていたか。 

②「入りやすく見えにくい」という視点で発表された場所と自分たちがよく行く

場所との相違点を見付けることができたか。 

地域安全マップをみんなで発表し、地域の安全を確認しよう。 


